


（地域振興分野）　テーマ：「みんなで参加 心をつなぐまち 大歳」
活動予算
（単位：円）

・自治会長任期の複数年化の要請
　（実態調査、各自治会へ要望活動）
　　　自治会への啓発活動…各自治会の総会等にて協議、任期・バックアップ支援体制づくり

・自治会再編の研究
　　　問題点の洗い出し、現状調査、自治会との協議

自治会活動に対する意識啓発

・住民への情報周知方法の検討
　（回数、全戸配布、回覧方法等の検討）
　　　各自治会の集会で啓発活動（振興会役員による）
　　　各自治会に向け第２次地域づくり計画の説明会実施
　　　ミニ座談会（出前講座開催）を検討

・各自治会における執行体制の実態調査

・人材バンクの設立
　　　自治会長経験者等のファイル作成（自治会単位）
　　　大歳の歴史、スポーツ、学識経験者等のデータバンクの作成

・未加入世帯に対する勧誘
　（自治会加入促進チラシの配布、オーナーへの要請）
　　　未加入世帯の再調査（自治会長会）
　　　地域内不動産業者との協議（２回／年）

・転入手続きの際に自治会加入促進チラシの配布を交流センターへ依頼
　（自治会加入は任意ですが、「大歳自治振興会は全世帯加入を目指します」）

・ニーズ把握のためのアンケート調査の実施
　　　まちづくりかわら版おおとし等に簡易アンケートを掲載

・地域づくり広報紙「まちづくりかわら版おおとし」のモニター募集の検討　（５人×５回程度募集）

・ミニ座談会の開催…自治会への情報周知と共有

・「まちづくりかわら版おおとし」の発行

・各部会活動、啓発情報等の発信

・ホームページの充実、保守・維持管理（業務委託契約）

・メールマガジン等による情報発信（システム変更開発費）

・大歳地区内で発行される広報紙の統廃合の検討（情報発信関係者会議）

・見守り隊を活用したあいさつ運動の実施
　　　おおとし見守り隊の組織化

・小学生を中心とした声かけマナーアップ運動の実施
　　　鴻南中学校区地域協育ネットとの連携（あいさつ＆見守りカレンダー作成支援）
　　　おおとし見守り隊の協力

・「あいさつ運動」の実施
　　　あいさつグッズの配布

・「大歳あいさつの日」制定

・あいさつ運動の標語募集並びに掲示
　　　のぼり旗の作成（200枚）
　　　幹線道路での設置場所の検討・自治会へ設置依頼

・希望利用者数、希望路線等の実態調査の実施
　　　アンケート調査

・コミュニティバスのルート新設や再編、小型車の導入を山口市へ要望

・ルート沿線事業者の協力支援を依頼

・利用頻度等の調査

・山口市との協議
　　　検討委員会の設置等

・山口市への継続的な増改築を含めた施設充実の要望

・講座情報の広報
　　　交流センターだより、まちづくりかわら版おおとしへの掲載検討

1,325,000

みんなが誰とでも明るく
積極的にあいさつを交わ
している

あいさつ運動の推進

5
移動手段が確保され、み
んなが出かけやすくなっ
ている

交通弱者に対する検討

地　　域　　振　　興　　分　　野　　　　　　　合　　計

自治会活性化部会
こども部会
代表者会議

380,000

6

自治会活動や生涯学習な
どで地域のみんなが交流
センターを十分利用でき
ている

交流センターの有効な活
用

交流センターの施設充実と積極的
な活用

自治会活性化部会
代表者会議

0

コミュニティタクシーの導入の
検討

自治会活性化部会
代表者会議

20,000

あいさつ運動の実施

あいさつ運動の啓発

コミュニティバスの路線再編の
要望

4

900,000

地域情報の発信

2
ほとんどの住民が自治会
に加入している

各自治会の基盤強化 自治会への加入促進 自治会活性化部会 0

3

地域の情報や住民のニー
ズを収集把握し、情報発
信がしっかり行われ、地
域情報をみんなが知って
いる

地域情報の収集と発信

地域情報の収集

広報委員会

25,000

担い手づくり、協力者（人材）の
育成

№ 将来のかたち 活　　動　　名 活　　動　　内　　容 事　業　内　容　(平成２６年度） 関係部会等

1
自治会役員を中心に、み
んなが自治会活動に参加
している

各自治会の活性化

自治会組織体制の強化

自治会活性化部会
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（地域福祉分野）　テーマ：「育み見守る やさしいまち 大歳」
活動予算
（単位：円）

見守り活動の充実

・「安心カード」の配布、記載内容の検討
　　　広報活動による利用促進
　　　（まちづくりかわら版おおとし、自治会長会、ふれあいサロン）
　　　山口市「救急サポート安心キット」の併用

・地域住民による「ながら見守り」の実施
　（声かけ運動の実施）
　　　地域住民への協力チラシ（見守り活動の実施状況）の作成、配布
　　　おおとし見守り隊との共同による生活見守り活動

・ふれあいサロンの立ち上げ支援（助成）
　　　新規立ち上げにかかる経費助成
　　　ふれあいサロン連絡協議会の設立検討
　　　既存サロンの状況調査（要望等）

・出前講座の実施
　　　高齢者の集まる場づくり・情報共有
　　　（講座のＰＲ･･･自治会長会、地区社協、老人クラブ）

・サロンに関しての情報を発信
　　　ふれあいサロンの合同会議・情報交換の実施

・高齢者生きがいセンター設置に向けた検討
　　　高齢者生きがいセンター検討委員会の継続
　　　（設置場所、地域の要望、行政との協議）

・交流できる場づくり

・子どもも参加できる仕組みづくり

高齢者福祉サービスへの支援
・高齢者ニーズの把握
　　　ふれあい弁当配付方法等の検討（見守り対象者増加）
　　　民児協・福祉員協・老人クラブと協働協議

・安全な遊び場所の調査
　　　地域内の公園を安全マップに表示

・情報の提供
　　　安全マップと連携

乳幼児と母親の集いの広場づくりの充実 ・親と子の広場「風和里」の実施、検討

・親子参加のイベントの開催
　　　新規事業の検討

・地区行事開催時の託児所設置の検討

家庭教育力アップ作戦の実施
・啓発活動の実施
　　　仮入学時にチラシや缶バッチの配布

・子ども会立ち上げに向けた投げかけ
　　　手法の検討

・子ども会立ち上げ支援（助成）

子ども会活動の啓発
・子ども会活動のＰR
　　　まちづくりかわら版おおとしや子ども会だよりによる啓発

・各子ども会や地子連のあり方の検討

・各子ども会の地子連へのニーズ調査等

250,000

20,000

自治会活性化部会
健康福祉部会

150,000

こども部会 80,000

子ども会のあり方の検討

子どもたちが活発に子ど
も会活動を行っている

将来のかたち

子ども会立ち上げ支援

関係部会等事　業　内　容　(平成２６年度）

自治会活性化部会
こども部会

地　　域　　福　　祉　　分　　野　　　　　　　合　　計

子ども会活動の活性化3

№ 活　　動　　名 活　　動　　内　　容

1 高齢者支援体制の充実

子育て支援の充実2

ふれあいサロン活動の充実

交流の場づくりや生きがいづくりの充実、推
進

子どもの居場所づくりの充実

行事へ参加しやすい環境づくり

高齢者が孤立や孤独を感
じず、コミュニケーショ
ン豊かに安心して暮らし
ている

子どもたちが健やかに成
長し、親子ともに安心、
安全に暮らしている
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（安心・安全分野）　テーマ：「安全で　安心して暮らせるまち 大歳」
活動予算
（単位：円）

・生活安全情報の収集、発信
　　（県警、警察署等との連携）
　　　地域への情報発信方法の検討

・わんわんパトロールの継続実施
　　　帽子の配布･･･おおとし見守り隊との連携

・わんわんパトロール活動紙の発行
　　　活動内容を地域へ発信

・防犯安全パトロールによる啓発
　　　わんわんパトロール隊等
　　　防犯グッズの活用

・生活安全セミナーの開催
  　 （詐欺、訪問販売等の啓発活動）
　　　未実施自治会への展開

・危険箇所の看板清掃、周辺清掃の支援（７個所）

・空き家の実態調査・把握

・防犯安全パトロールの実施
   （危険箇所の早期発見）
　　　防犯グッズの活用

・関係団体との連携
   （交番、警察署、消費生活センター）

・夜間パトロールへの協力

・防犯灯設置助成

・防犯灯の整備、充実
   （各自治会において実態把握）

・防犯灯設置基準の検討

・門灯やセンサーライト設置の促進 （広報活動）

・一戸一灯運動の展開 （広報活動）

・住宅侵入犯罪を防止する環境整備 （広報活動）

・通学路、公園等における犯罪を防止する環境整備

・通学路の安全点検による危険箇所の把握

・安全マップの改善

・関係機関団体との連携（警察署等）

・防犯カメラの設置検討、状況把握

・交通安全情報の収集、発信
　　　県警、警察署等との連携

・交通安全幟旗の設置
　　　幟や旗の設置及び交通安全立哨の推進

・新入学児童対象の交通安全教室の支援
　　　交通安全グッズの活用

・交通安全パトロールによる啓発
　　　交通安全運動の推進

・交通事故防止の広報、啓発活動
　　　交通安全運動のパンフレットの活用（全戸回覧）
　　　交通安全キャンペーンへの参加

・高齢ドライバー１日ドック講習会の開催

・高齢者に対する安全指導
   （自転車の安全利用等）
　　　生活安全セミナーの活用

・幹線道路の電柱幕設置の検討

2
交通安全に留意し、みん
なが安全に暮らしている

交通安全対策の充実
自治会活性化部会
安心安全部会
こども部会

(142,000)交通安全意識の高揚、啓発

693,0001
防犯意識が高まり、みん
ながより安心して暮らし
ている

生活安全（防犯）対策の
充実

防犯意識の高揚、啓発

防犯活動の充実

犯罪の起こりにくい環境づくり

自治会活性化部会
安心安全部会
こども部会

関係部会等№ 将来のかたち 活　　動　　名 活　　動　　内　　容 事　業　内　容　(平成２６年度）
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（安心・安全分野）　テーマ：「安全で　安心して暮らせるまち 大歳」
活動予算
（単位：円）

関係部会等№ 将来のかたち 活　　動　　名 活　　動　　内　　容 事　業　内　容　(平成２６年度）

・交通安全パトロールの実施
　（交通危険箇所の把握）
　　　交通安全グッズの活用…警察署、道路管理者等との連携

・登下校時の危険箇所の整備

・反射鏡の設置助成

・団地内道路等の道路標示助成

・関係機関団体との連携
   （交番、警察署など）

・各自治会自主防災組織の設立支援

・自主防災組織設立後の防災用具の購入支援

・自主防災組織の活動等
　（避難訓練、自治会単位での１次避難場所の確認等）の促進

・防災委員（防災リーダー）の研修

・防災機関との連携
   （市、県が開催する研修会への参加）

・連合防災組織の設立

・防災訓練等の実施
　　　交流センター、連合防災組織、各自主防災組織、各自治会等と連携

・土嚢備蓄場所の確保、土嚢の備蓄

・ゴムボート設置の検討
   （孤立地への避難作業のため）

・「７．２１おおとし防災の日」イベントの実施（６月７日開催）

・「東日本大震災に学ぶ」事業の実施
　　　福島市との手形鯉のぼり交流事業
 　　  体験を活かした地区住民への啓発活動

・災害史の作成、保存

・交通立哨の充実
　　　交通見守りの充実（法定速度遵守運動、ロゴ・マスコット・タスキ作成）

・生活見守りの実施
　　　生活見守りの立ち上げ

・見守り活動の情報発信
　　　まちづくりかわら版おおとしの活用

・見守り隊ボランティアスタッフの募集

・見守り隊参加団体の拡充

・ネットワークによる情報共有体制の検討
　　　おおとし見守り隊への情報連携

・新規事業の調査、立案実施
　　　グッズの検討

1,535,000

500,000

自治会活性化部会
健康福祉部会
安心安全部会
こども部会

200,000

交通安全対策の充実
交通安全に留意し、みん
なが安全に暮らしている2

自治会活性化部会
安心安全部会
こども部会

142,000
交通事故の起こりにくい道路環境
づくり

安　　心　　・　　安　　全　　分　　野　　　　　　　合　　計

防災体制（各自治会）の充実

防災体制の整備

4
みんなが見守り活動に参
加し、住民が安心して暮
らしている

見守り体制の充実 見守り活動の推進

防災意識の向上

自主防災組織が整備さ
れ、災害発生時には近隣
住民が助け合い、行動す
ることができるように
なっている

災害安全対策の充実3
自治会活性化部会
こども部会
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（環境づくり分野）　テーマ：「気持ちのよい きれいなまち 大歳」
活動予算
（単位：円）

・不法投棄防止の鳥居の作成、設置、保守管理
　　　希望自治会への設置

・啓発看板（山口市）の設置
      　各自治会へ設置要請（ポイ捨て、犬のフンの後始末、ごみ出しマナー）

・ごみ出しマナーアップのためのチラシの作成、配布
　　　全戸配布を検討

・各自治会でのごみ問題への取り組み
　　　不法投棄防止策検討

・春期清掃月間（山口市主催）の推進

・大歳草刈隊の活動推進
   （吉敷川、朝田川、椹野川の土手整備、草刈）
　　　草刈実施日（７月１３日、１０月１２日）

・大歳草刈隊と周辺自治会との連携
　　　関係自治会へ草刈り実施後の清掃作業への協力依頼

・大歳草刈隊の継続募集、ボランティアの育成

・各自治会の清掃活動への取り組みに対する支援（助成）の検討

・啓発チラシの作成、配布

・啓発看板（山口市）の設置

・啓発活動の実施
   （わんわんパトロールによる）

2
道路や水路の補修が随時
行われ、安全性が保たれ
ている

法定外公共物等の整備 法定外公共物等整備事業の推進 ・法定外公共物等整備事業 自治会活性化部会 2,064,000

2,125,000

ごみの不法投棄の防止

ごみ出しマナーの向上

61,000

環　　境　　づ　　く　　り　　分　　野　　　　　合　　計

1 環境美化活動の推進

清掃活動の推進

ごみ出しやペットのマ
ナーが守られ、清掃活動
も進んで行われ、みんな
が気持ちよく生活してい
る

ペットマナーの向上

自治会活性化部会
安心安全部会

№ 活　　動　　名 活　　動　　内　　容将来のかたち 関係部会等事　業　内　容　(平成２６年度）
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（地域個性創出分野）　テーマ：「笑顔で楽しく ふれあうまち 大歳」
活動予算
（単位：円）

１自治会１事業の実施促進
・１自治会１事業支援並びに基準の見直し（助成）
　　　実施内容に応じた助成方法の検討
　　　１自治会１事業の支援

・一斉清掃の周知、徹底
　　　実施日　１０月１９日（毎年１０月の第３日曜日）

・参加自治会への支援（助成）

・一斉清掃の見直しの検討（回数、助成）

三世代交流夏休みラジオ体操の実
施促進

・ラジオ体操の実施自治会への支援（助成）
　　　ＰＴＡ、老人クラブ等へ協力要請

新規事業の実施促進
・自治会に対する新規事業の企画、立案
   （参加しやすい時間帯、若者向け、夜間、土日のイベントの計画）
　　　自治会が主体となって行う新規事業の検討

・ホタルまつりの開催

・三世代交流事業の実施
　　　しめ縄、どんど焼き等

・三世代交流グラウンドゴルフ大会の開催
　　　実施方法などの検討

・キッズフェスティバル、学校週五日制事業の開催支援

・手形鯉のぼりの作成支援

・子ども対象事業の開催支援
　　　泥んこバレー等

・総合型スポーツクラブの設置検討
　　　先進地視察の実施

・新規事業の企画、立案

・体育祭の開催（４月２０日）

・体育祭の競技内容の検討、新競技の提案

・参加促進方法の検討

・「おおとし夏まつり」、「大歳まつり」の開催（８月２日、１１月２日）

・まつり内容の検討、新企画の提案

・来場者増加策の検討
　　　おおとし夏まつりシャトルマイクロバス試験運行

自治会活性化部会 940,000

文化スポーツ部会
こども部会 150,000

520,000文化スポーツ部会

関係部会等№ 将来のかたち 活　　動　　名 活　　動　　内　　容 事　業　内　容　(平成２６年度）

2

地域内のふれあい活動が盛
んに行われ、交流の輪が広
がっている 地域内の交流促進

世代間交流事業の展開

1
自治会内のふれあい活動が
盛んに行われ、しっかり交
流が行われている

自治会内の交流促進

大歳地区一斉清掃活動の展開

イベント開催等の支援

新規事業の実施促進

まつりの充実

3
住民総参加により、みんな
がふれあっている

住民総参加による地域の
活性化

体育祭の充実
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（地域個性創出分野）　テーマ：「笑顔で楽しく ふれあうまち 大歳」
活動予算
（単位：円）

関係部会等№ 将来のかたち 活　　動　　名 活　　動　　内　　容 事　業　内　容　(平成２６年度）

・地区内史跡マップの作成
　　　史跡看板設置
　　　史跡マップ作成の検討

・史跡や旧跡を巡るイベントの支援
　　　ザ・チャレンジ大歳ふるさとウォッチング

・施設誘導サイン設置の検討
　　　大歳駅前の地域案内看板等の検討・協議

・青少年向け地域学習会の開催
　　　史跡史作成・紙芝居等の開催

・大歳大学やセミナーの開催

・自治会花壇の新規設置の支援（助成）

・花壇コンクールの実施

・「大歳の花」制定の検討

・花いっぱい事業の企画、立案
　　　地域内への具体的展開方法の検討、実施

・休耕田の有効利用の研究

・里山事業の研究
　　　実施場所の検討

・利用促進活動の実施
　　　「まちづくりかわら版おおとし」「交流センターだより」の活用
　　　運営委員による口コミ広報活動

・イベントの開催
　　　「交流列車おおとしまつり」の開催
　　　　定期利用団体による発表・展示、来場者への接待
　　　アマチュアカメラマンによる「四季の写真展」開催
　　　交流センター利用団体による展示会の開催

利用しやすい環境づくり ・駐輪場の整備

2,651,000

7,886,000

人件費　・　事務費 人件費、実費弁償、消耗品費、通信費、会議費等 3,685,000

11,571,000

850,000

61,000

130,000

文化スポーツ部会
こども部会

自治会活性化部会
こども部会

0文化スポーツ部会

4
みんなが大歳の歴史や文化に
愛着を持っている

ふるさと大歳の伝承

史跡や旧跡等の認知度の向上

地域学習の推進

5
地域内が花でいっぱいになっ
ている

花いっぱいの大歳づくり 大歳花いっぱい運動の展開

6
様々な地域資源を生活に生
かしている

地域資源の活用 地域資源の発掘、検討

地　　域　　個　　性　　創　　出　　分　　野　　　　　　　合　　計

地　　域　　づ　　く　　り　　活　　動　　費　　　　　　　総　　合　　計

地　　域　　づ　　く　　り　　交　　付　　金　　　　　　　合　　計

　　　　事　務　局　運　営　費

7
交流列車おおとしをみんなが
利用している

交流列車おおとし（大歳駅）
の活用

交流列車おおとしの利用促進
交流列車おおとし
運営委員会
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